
．緒 言

北海道のオウトウは，府県に比べ収穫時期に梅雨がな

く，夜温が低いなどのため，高品質な果実が生産でき

る。また，輸入果実や府県産の出荷のピークが過ぎた後

に出荷されるため，道内のみならず府県からのニーズも

強い。そのため，道内生産者の生産意欲は強く，ブド

ウ，リンゴと並ぶ本道の主要果樹として道内では

（ 年）の栽培があり，栽培面積では山形県に次ぐ国

内 位である。道内の産地は仁木町，余市町，深川市，

増毛町，壮瞥町の他，都市部である旭川市，札幌市での

栽培も多い。本道のオウトウは 月が収穫盛期となり，

夏の始まりを告げる果物として親しまれ，市場出荷，宅

配，庭先販売など多様な形で販売される他，さくらんぼ

狩りなど地域の重要な観光資源にもなっている。

本道のオウトウは結実・収量を安定させる事が栽培上

の大きな課題である。オウトウは他の寒冷地果樹に比べ

て耐寒性が弱く，北海道ではしばしば凍害が発生する。

オウトウの栽培適地は年平均気温が ，冬期の最

低気温が 以上とされており，北海道は栽培の北限

に位置する。そのため，冬期間に限界以上の低温に遭遇

することが多く，その結果，花芽の障害や樹体の枯死が

発生し，収量に大きく影響する。また，オウトウは 品

種だけでは結実しない自家不和合性という性質に加え，

特定の品種間では結実しない交雑不和合性を併せ持って

いる。そのため，品種構成や栽植状況によって結実は不

安定になる。

本道における 年のオウトウ品種の作付け割合は

佐藤錦 が ％， 北光 が ％， 南陽 が ％と

品種で全体の 割以上を占める。 北光 は小樽市で発

見された品種で耐寒性が強く，降雨による裂果が少ない

ことから，長らく本道で最も多く栽培されていた。しか

し，輸入自由化などの影響により果実の高品質化が求め

られるにつれ， 年頃から 北光 の割合は減少し，

替わって 佐藤錦 南陽 の作付けが増加している。

佐藤錦 と 南陽 は果実品質が優れる反面，耐寒性

が 北光 より劣り，しかも互いに交雑不和合である。

そのため，両品種の作付けの増加により，凍害の発生と

園地の受粉環境の悪化が各産地で問題となっている。こ

れらの問題を改善するためには耐寒性が強く，主要品種

と交雑和合性のある品種が求められている。また，オウ

トウの収穫・調整作業には多大な労力が必要である。作

付けの 割を占める 北光 と 佐藤錦 は中生品種

で，一時期に収穫期が集中するため労力分散の点から早

生及び晩生品種が望まれる状況にある。

ジューンブライト は早生で，果実が 佐藤錦 よ

り大きく，早生品種としては品質が良い。 北光 並み

に耐寒性が強く，交雑和合性に優れるため，オウトウの

安定栽培に寄与することが期待される。

．育種目標と育成経過

オウトウ品種の育成は 年に北海道立道南農業試験

場（以下，道南農試）で開始され， 年からは北海道

立中央農業試験場（以下，中央農試）に引き継がれ実施

されてきた。 ジューンブライト は，果実品質に優

れ，耐寒性・交雑和合性を有する北海道に向いたオウト
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ウ品種の育成を目標に，道南農試が大玉で食味の良い

南陽 の自然交雑種子を採取し，獲得した実生の中か

ら選抜された品種である（図 ）。

種子親の 南陽 は 年に山形県農業試験場置賜分

場において ナポレオン の自然交雑実生の中から選

抜・育成された品種 ）で， 年に北海道の優良品種

に認定されている。 南陽 は果実が大きく，食味が優

れるが，樹体が大きくなる，結実が不安定である，果実

が着色し難いなどの欠点を持っている。

育成経過を表 に示した。 年に採種した種子から

実生個体を養成し 個体をほ場に定植した。実生個体で

は主に果実品質に注目して選抜を行い，果実が大きく食

味が良好である 系統を選抜した。 年にはそのうち

の 系統に系統番号 を付した。翌 年及び

年にアオバザクラ（以下アオバと略す）に接ぎ木をして

苗木を養成し， 年から中央農試で生産力検定試験，

年から余市町及び深川市で地域適応性検定試験を実

施した。これらの試験の結果， は，早生品種とし

ては果実が大きく品質良好であり，耐寒性・交雑和合性

に優れることが明らかとなり， 年に北海道の優良品

種として認定された。また， は品種名 ジューン

ブライト として 年 月 日に種苗登録された。

．特性の概要

．形態的特性

樹体

樹勢は強く生育は旺盛で，幹周は 北光 並から大き

く， 佐藤錦 南陽 より大きい。樹の大きさは“大”

であり，樹姿は 北光 と同様“直立”である。花束状

短果枝の着生程度は 佐藤錦 北光 より少なく， 南

陽 より多く，“やや少”である。枝梢は太さは“太”

で，節間長は“短”である。葉は“卵形”で，大きさは

“中”であり，葉色は“緑”である。花の大きさは

“大”で，花弁の色は“白”である（表 ， ）。

果実

果実は 佐藤錦 と同じ“心臓”形で果頂部の形は

“凹”である。果実は 佐藤錦 ， 北光 より大きく，

早生品種としては大きい。果皮色は“帯赤黄斑”であ

り，着色は“中”だが 南陽 より多く 佐藤錦 より

少ない。果肉は“乳白”色で，硬さは 北光 と同程度

であり，果汁は多い。甘みは“やや少”，酸味は“中”

である。核の大きさは“大”，核と果肉の粘離は“半

粘”である（表 ）。

．生態的特性

発芽期は 北光 と同時期である。満開期は 佐藤錦 ，

北光 より 日早く， 南陽 より 日早い。収
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表 ジューンブライト の育成経過

年次 年 年 年 年

試
験
内
容

交配 実生養成および調査 接ぎ木および苗木養成 生産力検定試験
地域適応性検定試験

南陽
不明

（自然交雑）

獲得した実生 個体を定植。
実生の養成並びに調査行い，

年までに 系統を選抜。

アオバに接ぎ木し，
苗木養成。

供試
系統数

選抜数

系統名

図 ジューンブライトの系譜

表 樹体生育 ）

試験場所 品 種 名 幹周
（ ）

樹高
（ ）

樹幅
（ ）

中央農試 ）

ジューンブライト
佐藤錦
北光
南陽

余市町 ）

ジューンブライト
佐藤錦
北光
南陽

深川市 ）

ジューンブライト
佐藤錦
北光
南陽

）供試台木はアオバ。
）中央農試は樹齢 年生（ 年）の値。
）余市町は樹齢 年生（ 年）の値。
）深川市は樹齢 年生（ 年）の値。
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穫盛期は 月下旬で， 佐藤錦 並みから早い（表 ）。

．収量性

結実は樹齢 年生から認められた。試験場所でバ

ラツキはあるが収量性は 佐藤錦 及び 北光 並みか

ら高く， 南陽 より明らかに高い（表 ）。

．果実品質

果実重は で 佐藤錦 北光 より大きく，

南陽 より小さい。糖度は ％であり， 佐藤

錦 北光 より低く， 南陽 より高い。酸度は

あり， 佐藤錦 南陽 並から高く，

北光 より低い（表 ）。食味アンケートの結果では，

外観については 北光 より良いとする評価が多く，食

味については評価は分かれ 北光 より良いとする評価

と不良とする評価がほぼ同数であった（図 ）。

表 樹体の形態的特性 ）

品種名 樹姿 樹の
大きさ 樹勢

花束状
短果枝の
着生程度

枝梢の
太さ 節間長 枝梢の

色 葉形 葉の
大きさ 葉色 花の

大きさ
花弁の
色

ジューン
ブライト 直立 大 強 やや少 太 短 赤褐 卵 中 緑 大 白

佐藤錦 開張 中 中 多 中 短 赤褐 短楕円 中 緑 中 白

北光 直立 中 強 中 中 短 緑褐 長楕円 中 緑 中 白

南陽 開張 大 強 少 太 短 赤褐 卵 中 緑 大 白

）種苗特性分類および審査基準による。但し花束状短果枝の着生程度を追加した。（中央農試調査）

表 果実の特性 ）

品種名 果実の
外観

果頂部
の形

果実の
大きさ 果皮色 着色

切った
直後の
果肉色

果肉の
硬さ

果汁の
多少 甘味 酸味

核と
果肉の
粘離

核の
大きさ

ジューン
ブライト 心臓 凹 やや大 帯赤黄斑 中 乳白 やや軟 多 やや少 中 半粘 大

佐藤錦 心臓 凹 中 帯赤黄斑 中 乳白 中 多 中 少 半粘 中

北光 やや長心臓 凸 中 帯赤黄斑 多 乳白 やや軟 多 中 中 半粘 中

南陽 長心臓 凹 大 帯赤黄斑 中 乳白 硬 多 やや少 やや少 半離 大
）種苗特性分類および審査基準による。（中央農試調査）

表 生育相 ）

試験場所 品 種 名
発芽期

（月日）

満開期

（月日）

収穫盛期

（月日）

中央農試

ジューンブライト
佐藤錦
北光
南陽

余市町

ジューンブライト ）

佐藤錦
北光
南陽

深川市

ジューンブライト
佐藤錦
北光
南陽

） 年の平均。供試台木はアオバ
） は未調査

表 樹当たり収量（ 樹））

試験場所 品 種 名 年 年 年 年
合計

中央農試 ）

ジューンブライト
佐藤錦
北光
南陽

余市町 ）

ジューンブライト
佐藤錦
北光
南陽

深川市 ）

ジューンブライト
佐藤錦
北光
南陽 ） （ ）

）収量は結実数と平均果実重から算出。供試台木は
アオバ。
）樹齢 年生
）樹齢 年生
） は欠測



．耐寒性

凍害指数は 佐藤錦 南陽 北光 ジ

ューンブライト の順であり， ジューンブライト の

耐寒性は 佐藤錦 南陽 より強く， 北光 並である

（表 ）。

．交雑和合性

ジューンブライト の 遺伝子型は であり，

佐藤錦 北光 及び 南陽 と互いに交雑和合性があ

る（表 ）。

．裂果性

浸漬処理による ジューンブライト の裂果指数は

佐藤錦 北光 及び 南陽 より高かった（表 ）。
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図 食味評価 ）

） 年，中央農試，北後志地区農業改良普及センターおよび空知北部地区農業改良普及センター（パネラーはそれぞれ
， ， 名）で実施。有効回答数は外観 ，食味 。

評価は 北光 を基準とした 段階評価（不良 同等 良）。
（ ）内は回答率（％）。

表 凍害指数 ）

場所 品 種 名 年 年 年 年 平均

中央農試

ジューンブライト

佐藤錦

北光

南陽

余市町

ジューンブライト

佐藤錦

北光

南陽

深川市

ジューンブライト

佐藤錦

北光

南陽

）凍害指数 （凍害発生程度 当該樹数） 供試樹数
凍害発生程度 凍害なし

凍害少、花束状短果枝にわずかに認められる
程度で実害なし

凍害多、花束状短果枝や枝梢に認められ実害
あり 枯死

表 果実品質 ）

試験場所 品 種 名
果実重

（ ）

糖度

（ ％）

酸度

（ ）

中央農試

ジューンブライト

佐藤錦

北光

南陽

余市町

ジューンブライト

佐藤錦

北光

南陽

深川市

ジューンブライト

佐藤錦

北光

南陽

） 年の平均値。深川市 南陽 のみ
年および 年の平均値。供試台木はアオバ。

表 交雑和合性

種 子 親 花 粉 親 結実率 ）

（％） 交雑和合性 ）

ジューンブライト 佐藤錦
ジューンブライト 北光
ジューンブライト 南陽

佐藤錦 ジューンブライト
北光 ジューンブライト
南陽 ジューンブライト

） 年および 年の交雑試験の平均値
） 和合性（ ％以上）， 要検討（ ％未
満）， 不和合性（ ％未満）
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年におけるほ場での裂果率は 佐藤錦 並みであっ

た。

．耐病虫性

試験期間を通して，一般防除下で特に問題となる病害

虫の発生は認められなかった。

．適地及び栽培上の注意

ジューンブライト の普及対象地域は全道のオウト

ウ栽培地域である。

栽培上の注意は次のとおりである。

．裂果防止のため雨よけ被覆を実施する。

． 南陽 と同様に黄変落葉することがあるが，生育

等には大きな影響はない。

．論 議

オウトウは寒冷地果樹の中では耐寒性が弱く，オウト

ウ産地では凍害が栽培上の大きな問題である。府県と北

海道では凍害のタイプが異なり，府県では開花期前後の

低温や霜による被害が主であるが，北海道では冬期間の

厳寒による被害が主である。特に道央以北を中心に凍害

の発生が多く，安定栽培を図る上で大きな問題となって

いる。耐寒性の強さには品種間差があり，北海道の主要

品種では 北光 南陽 佐藤錦 の順に耐寒性が強

い ）。また，部位によっても強さは異なり，花芽が最も

弱く，葉芽，樹体と続く。 佐藤錦 において，

以下の低温に 時間以上遭遇すると花芽の枯死が発生

し， の低温遭遇では花芽の枯死に加え，樹体生育

に悪影響を及ぼすことが報告されている ）。樹体の枯死

は幼木期よりむしろ結実が開始し，収量が増加する時期

に多く発生することから，生産者の受ける損害は極めて

大きい。 ジューンブライト は耐寒性が 北光 並み

に強く， 佐藤錦 や 南陽 に凍害の発生が懸念され

る条件においても 北光 と同様に安定生産が期待でき

る。凍害の多少は台木によっても影響される。国内の主

要台木である アオバ を利用した場合に比べ チシマ

台 号 を台木に利用した場合の方が穂品種の凍害は減

少する ）。従って，凍害の発生が多い地帯では ジュー

ンブライト に チシマ台 号 を利用すれば，さらに

凍害の危険が少なくなると考えられる。山形県において

も低温耐性を目標として育種 ）を行っており，トルコ

から導入した が有用な育種素材となる可能

性を示唆している ）。しかしながら，凍害の発生時期や

要因が府県と北海道では異なるため，冬期間の低温に対

する耐寒性については北海道においてさらに育種を進め

る必要がある。

オウトウは 品種だけでは結実しない自家不和合性に

加え，特定の品種間では結実しない交雑不和合性を併せ

持っている。結実が安定するためには園地の品種構成が

重要であり，受粉樹を ％以上混植する必要がある。品

種間の結実の可否は交雑試験や 法により判定され

る ）。国内で栽培されている主要品種には ，

及び の 遺伝子型が多いことが報告されてい

る ）（表 ）。北海道の主要品種である 北光 は ，

佐藤錦 と 南陽 は である。 北光 と 佐藤

錦 南陽 は 遺伝子型が異なるため交雑和合である

が， 佐藤錦 と 南陽 は同一 遺伝子型を持つため

交雑不和合で互いに結実しない。近年， 佐藤錦 南

陽 の作付けが増加し，園地によっては受粉樹の減少に

よる受粉環境の悪化が問題となっている。 ジューンブ

ライト の 遺伝子型は で，国内のほとんどの栽

培品種の 遺伝子型と異なるため，交雑和合となり，幅

広い受粉樹としての利用が期待される。受粉樹としては

受粉される品種よりも開花が 日早いか，少なくと

も同時期に開花することが望ましい。 ジューンブライ

ト は開花が早く，満開期で 佐藤錦 や 北光 より

日早く，受粉樹として適している。 南陽 と比

べると満開期で 日早いが，開花期間は 日程

度に渡り， ジューンブライト と 南陽 でも開花期

間は重なるため，受粉樹として利用可能である。受粉環

境を良化する育種の手段としては自家和合性品種の育成

が考えられる。 年にカナダで初の自家和合性品種

が育成されている ）。 は花粉側の 遺

伝子が人為突然変異しているため，自家和合性があると

ともにすべての品種に対して交雑和合性がある。各国で

またはその後代を母本とした品種育成が行われ

ており，自家和合性品種は外国では既に実用化され，国

内でも 紅きらり ）が育成されている。当場でも自家

和合性の系統を保有しており，今後の実用化が期待され

る。

表 裂果指数 ）

品 種 名 収穫日 処理日 供試
果数

浸漬後時間（ ）
裂果指数

ジューンブライト

佐藤錦

北光
南陽

）脱イオン水（水温 ）に浸漬し， 時間お
きに裂果数を調査（ 年）
裂果指数 （ 時間後裂果数 時間後裂果
数 …）（ 供試果数）



年代半ば 北光 の作付けが ％を超え，収穫労

力の集中が問題とされた。現在も 佐藤錦 北光 な

どの中生品種の作付けが中心であり，この時期の収穫労

力の確保が大きな問題となっている。結実量に対して十

分な労働力が確保されない園地では， 佐藤錦 の収穫

を優先し， 北光 の収穫を放棄する場面もみられる。

樹上に放置された果実は灰色かび病や灰星病，オウトウ

ショウジョウバエなどの病害虫の原因となり，観光果樹

園では樹上の腐敗果などが観光客に不快感を与え，園地

や産地の評判を落とすことにもつながる。 ジューンブ

ライト は 佐藤錦 より収穫期が早い早生品種である

ことから，収穫期の分散を図るとともに，観光果樹園で

は営業開始時期を早めることができるなど導入の価値は

高いと考えられる（図 ）。

オウトウの果実品質は一般的に収穫期が遅くなるほど

良くなり，早生品種は中生品種や晩生品種に比べて果実

が小さく，甘味が少なく酸味が強い，肉質が悪いなど果

実品質が劣る傾向にあるが，公的機関から 紅さやか

（山形県））， 甲斐オウ果 （山梨県））が育成され，

高砂 や ジャボレー などの従来の早生品種に比べ

品質は向上してきた。 ジューンブライト についても

果実が 佐藤錦 よりも大きく早生品種としては品質が

良い。しかし， 佐藤錦 や 南陽 と比較すると糖度

が低く酸度が高いため酸味を感じる，果肉が軟らかいな

どさらなる品質の向上が望まれる。果肉の硬さは輸送性

や日持ち性にも関連するため，府県への出荷を推進する

うえで今後重要な育種目標となる。

以上のように ジューンブライト は早生品種として

は果実が大きく品質が良く， 北光 並みに耐寒性が強

く，主要品種との交雑和合性を有するなど，北海道のオ

ウトウの栽培上の問題に対応した特性を有しており，同

品種の普及によりオウトウの生産安定性及び品質の向上

が期待される。今後のオウトウ品種の開発に当たって

は，早生から晩生までの幅広い熟期で，耐寒性が強く，

交雑和合性・結実性に優れ，果実が大きく・良食味の品

種が求められており，これら特性の改良を進める必要が

ある。

謝 辞 本品種の育成に当たり，各種の試験にご協力，
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普及センターの担当普及員，余市町の担当者の方々，地

域適応性検定試験に際して園地を提供していただいた農

家の方に厚くお礼申し上げます。また，本稿のご高閲を

頂いた中央農試柳沢朗作物研究部長に深く感謝の意を表

する。
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